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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】本発明は、非燃焼加熱式タバコの技術分野に属 
し、特に固体ゲル発煙棒、該固体ゲル発煙棒の製造方法 
及びそれを含むタバコに関する。
【解決手段】発煙棒１１は、外壁及びコア部を有する棒 
状構造であり、外壁がミツロウであり、コア部が発煙剤 
を含むゲルである。固体ゲル発煙棒は、再構成タバコシ 
ートではないので、発煙部１中の発煙剤、香料の添加量 
が制限を受けることなく、同一重量の場合、本発明の発 
煙部に添加された発煙剤及び香料の合計量が、再構成タ 
バコシートの５～７倍であり、再構成タバコシートが加 
工強度に制限されるので、発煙剤及び香料の添加量が不 
足するという問題を完全に解消することができる。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　10　　ＯＬ　外国語出願　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 壁 及 び コ ア 部 を 有 す る 棒 状 構 造 で あ り 、 前 記 外 壁 が ミ ツ ロ ウ で あ り 、 前 記 コ ア 部 が 発 煙  
剤 を 含 む ゲ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ゲ ル は 、 香 味 物 質 を さ ら に 含 み 、 前 記 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 の 厚 さ が １ ～ ２ ｍ ｍ で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 タ バ コ は 、 発 煙 部 を 備 え 、 前 記 発 煙 棒 が 前 記 発 煙 部 内 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る  
、 請 求 項 ３ に 記 載 の タ バ コ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 発 煙 部 は 、 中 空 紙 管 部 で あ り 、 そ の 側 壁 が 外 層 及 び 内 層 を 備 え 、 前 記 外 層 が 紙 層 で あ  
り 、 前 記 内 層 が 金 属 箔 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の タ バ コ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 紙 管 部 の 上 流 端 部 が 封 止 又 は 開 放 さ れ 、 下 流 端 部 が 開 放 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
、 請 求 項 ４ に 記 載 の タ バ コ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 紙 管 部 の 下 流 に 中 空 支 持 部 が 当 接 し て お り 、 前 記 中 空 支 持 部 の 内 径 が 前 記 発 煙 棒 の 外  
径 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の タ バ コ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 タ バ コ の 側 壁 に 通 気 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 通 気 孔 が 前 記 発 煙 棒 の 下 流 に 位 置 す る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の タ バ コ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 通 気 孔 が 前 記 中 空 支 持 部 の 側 壁 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の タ  
バ コ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ミ ツ ロ ウ を 、 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
前 記 ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た 前 記 バ レ ル 容 器 内 に ゲ ル を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
前 記 ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル を 注 入 し た 前 記 バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷  
却 し て 、 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ の 技 術 分 野 に 属 し 、 特 に 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 、 該 固 体 ゲ ル 発 煙  
棒 の 製 造 方 法 及 び そ れ を 含 む タ バ コ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
生 活 水 準 の 向 上 に 伴 い 、 人 々 が 自 身 の 健 康 を ま す ま す 重 視 す る よ う に な り 、 近 年 、 喫 煙 に  
よ る 健 康 問 題 に 大 き な 関 心 が 寄 せ ら れ て い る 。 国 内 外 の 各 大 手 企 業 は 、 多 様 な 消 費 ニ ー ズ  
を 満 た す た め に 、 従 来 の 紙 巻 き タ バ コ に 代 わ る 完 全 中 空 型 タ バ コ 製 品 の 開 発 を 盛 ん に 行 っ  
て い る 。 こ れ ら の 増 加 し つ つ あ る 完 全 中 空 型 タ バ コ 製 品 の う ち 、 電 子 タ バ コ 及 び 非 燃 焼 加  
熱 式 タ バ コ は そ の 主 流 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
電 子 タ バ コ は 、 電 子 製 品 の タ バ コ 業 界 に お け る 拡 大 使 用 と し て 、 香 喫 味 の 可 変 性 が 高 く 、  
リ キ ッ ド の 成 分 を 調 整 す る こ と で 煙 の 香 喫 味 を 任 意 に 調 整 す る こ と が で き る と い う 利 点 を  
有 す る が 、 煙 が 主 に 電 子 霧 化 器 に よ り 生 成 さ れ る た め 、 そ の 口 当 た り 、 特 に 温 度 は 、 加 熱  
に よ り 煙 を 発 生 さ せ る 従 来 の 紙 巻 き タ バ コ と は 依 然 と し て あ る 程 度 の 差 が あ る の で 、 紙 巻  
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き タ バ コ 喫 煙 者 に 受 け 入 れ ら れ に く い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ は 、 タ バ コ の 発 煙 部 を 加 熱 し て 煙 を 発 生 さ せ 、 発 生 さ せ た 煙 の 口 当 た  
り の 受 け 入 れ 程 度 が 高 い 。 現 在 、 市 販 さ れ て い る 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ の 発 煙 部 は 、 ラ ン ダ  
ム に 充 填 さ れ た 再 構 成 タ バ コ シ ー ト で あ り 、 タ バ コ の 吸 引 時 に 、 煙 量 が 不 足 す る と い う 問  
題 が 存 在 す る 。 煙 量 が 不 足 す る 原 因 は 主 に 、 （ １ ） 発 煙 部 と し て 使 用 さ れ る 再 構 成 タ バ コ  
シ ー ト は 、 充 填 の 際 に 所 定 の 加 工 強 度 を 必 要 と す る の で 、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト に 添 加 さ れ  
た 香 料 及 び 発 煙 剤 の 量 が 少 な く な る ； （ ２ ） 香 料 及 び 発 煙 剤 が 添 加 さ れ た 再 構 成 タ バ コ シ  
ー ト は 、 複 数 回 の 高 温 処 理 工 程 を 経 る 必 要 が あ る の で 、 添 加 さ れ た 香 料 及 び 発 煙 剤 の 揮 発  
が 多 く な る ； （ ３ ） 再 構 成 タ バ コ シ ー ト は 、 発 煙 部 に 密 に 配 置 さ れ て い る た め 、 フ ィ ル タ  
ー 部 か ら 遠 い 発 煙 部 の 前 端 で 発 生 し た 煙 が 、 後 端 で 大 量 に 遮 断 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 中 央 加 熱 式 タ バ コ は 、 中 央 加 熱 棒 を 挿 入 す る こ と を 満 た す た め に 、 タ バ コ 刻 み が 規  
則 的 に 配 列 さ れ る 必 要 が あ る が 、 通 常 の 周 方 向 加 熱 式 タ バ コ が 中 央 加 熱 式 喫 煙 具 に 使 用 す  
る こ と が で き ず 、 周 方 向 加 熱 式 タ バ コ は 、 タ バ コ 巻 紙 を 直 接 加 熱 す る た め 、 煙 中 の 紙 の 焦  
げ 臭 さ が 目 立 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 本 発 明 を 提 出 す る 。
【 発 明 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 問 題 点 の う ち 少 な く と も １ つ を 解 消 す る た め に 、 本 発 明 を 提 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 第 １ 態 様 は 、 外 壁 及 び コ ア 部 を 有 す る 棒 状 構 造 で あ り 、 外 壁 が ミ ツ ロ ウ で あ り 、  
コ ア 部 が 発 煙 剤 を 含 む ゲ ル で あ る 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 ゲ ル は 、 香 味 物 質 を さ ら に 含 み 、 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 の 厚 さ が １ ～ ２ ｍ ｍ で あ る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 ま し く は 、 発 煙 棒 は 円 柱 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
発 煙 剤 は 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 グ リ セ ロ ー ル な ど か ら 選 ば れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 第 ２ 態 様 は 、 第 １ 態 様 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ を 提  
供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
好 ま し く は 、 タ バ コ は 、 発 煙 部 を 備 え 、 発 煙 棒 が 発 煙 部 内 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
発 煙 部 は 、 中 空 円 柱 体 構 造 で あ り 、 そ の 内 径 が 発 煙 棒 の 外 径 に 等 し い か 又 は そ れ よ り も や  
や 大 き く 、 長 さ が 発 煙 棒 の 長 さ に 等 し い か 又 は そ れ よ り も や や 長 く 、 発 煙 棒 を 挿 入 し て 固  
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 ま し く は 、 発 煙 部 は 、 中 空 紙 管 部 で あ り 、 そ の 側 壁 が 外 層 及 び 内 層 を 備 え 、 外 層 が 紙 層  
で あ り 、 内 層 が 金 属 箔 層 で あ る 。
金 属 箔 層 が ア ル ミ ニ ウ ム 箔 層 又 は 錫 箔 層 か ら 選 ば れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
好 ま し く は 、 紙 管 部 の 上 流 端 部 が 封 止 又 は 開 放 さ れ 、 下 流 端 部 が 開 放 さ れ て い る 。
紙 管 部 の 上 流 端 部 の 封 止 層 の 外 層 が 紙 層 で あ り 、 内 層 が 金 属 箔 層 で あ る 。 封 止 方 式 は 、 紙  
管 部 の 材 料 を 封 止 層 と し て 直 接 使 用 し て も よ い 。
紙 管 部 の 上 流 端 部 が 封 止 さ れ た 場 合 に 、 そ の 内 部 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 が 加 熱 さ れ て 溶 融 し タ  
バ コ か ら 流 出 し て 喫 煙 具 を 汚 染 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 中 央 加 熱 式 を 使 用 す る  
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際 、 加 熱 シ ー ト が 紙 管 部 の 上 流 端 部 の 封 止 層 及 び 発 煙 棒 の 外 壁 を 突 き 破 っ て 発 煙 棒 に 挿 入  
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
好 ま し く は 、 紙 管 部 の 下 流 に 中 空 支 持 部 が 当 接 し て お り 、 中 空 支 持 部 の 内 径 が 発 煙 棒 の 外  
径 よ り も 小 さ く 、 中 空 支 持 部 で 発 煙 棒 の 位 置 を 規 制 す る こ と に よ り 、 発 煙 棒 の 下 流 へ の 移  
動 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 ま し く は 、 タ バ コ の 側 壁 に 通 気 孔 が 設 け ら れ 、 通 気 孔 が 発 煙 棒 の 下 流 に 位 置 し 、 吸 引 時  
に 、 空 気 は 、 通 気 孔 か ら タ バ コ 内 に 入 っ て 、 上 流 の 発 煙 棒 が 加 熱 さ れ て 発 生 し た 煙 と 中 空  
支 持 部 で 混 合 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
好 ま し く は 、 通 気 孔 が 中 空 支 持 部 の 側 壁 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
好 ま し く は 、 中 空 支 持 部 は 、 長 さ が ５ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ り 、 紙 管 部 の 下 流 端 部 か ら ３ ～ ５ ｍ  
ｍ 離 間 す る と こ ろ に 通 気 孔 が 設 け ら れ る 。 中 空 支 持 部 の 内 径 が 紙 管 部 の 内 径 よ り も ２ ｍ ｍ  
小 さ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 ま し く は 、 中 空 支 持 部 の 下 流 が フ ィ ル タ ー 部 に 当 接 し て お り 、 フ ィ ル タ ー 部 は 、 通 常 の  
非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ 用 の フ ィ ル タ ー を 使 用 し て も よ い し 、 Ｐ Ｌ Ａ ト ウ で あ っ て も よ い し 、  
吸 引 抵 抗 の 小 さ い セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト ト ウ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 第 ３ 態 様 は 、
ミ ツ ロ ウ を 、 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た バ レ ル 容 器 内 に ゲ ル を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル を 注 入 し た バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷 却 し て 、  
固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、 を 含 む 、 第 １ 態 様 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 固 体  
ゲ ル 発 煙 棒 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 で は 、 タ バ コ 内 の 煙 の 流 れ 方 向 が 上 流 か ら 下 流 へ と 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 の 技 術 的 手 段 は 、 矛 盾 し な い こ と を 前 提 と し て 自 由 に 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
１ 、 従 来 の 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ は 、 発 煙 部 に 再 構 成 タ バ コ シ ー ト を 充 填 す る の が 一 般 的 で  
あ る 。 こ の 外 壁 で ゲ ル を 取 り 囲 ん で 形 成 さ れ た 発 煙 棒 を 、 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ の 発 煙 部 に  
充 填 す る の は 本 発 明 が 初 め て で あ る 。 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 は 、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト で は な い の  
で 、 発 煙 部 中 の 発 煙 剤 、 香 料 の 添 加 量 が 制 限 を 受 け る こ と な く 、 同 一 重 量 の 場 合 、 本 発 明  
の 発 煙 部 に 添 加 さ れ た 発 煙 剤 及 び 香 料 の 合 計 量 が 、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の ５ ～ ７ 倍 で あ り  
、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト が 加 工 強 度 に 制 限 さ れ る の で 、 発 煙 剤 及 び 香 料 の 添 加 量 が 不 足 す る  
と い う 問 題 を 完 全 に 解 消 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 本 発 明 で 製 造 さ れ た 固 体 ゲ ル 発 煙 棒  
は 、 タ バ コ の 製 造 に 直 接 使 用 で き 、 複 数 回 の 高 温 処 理 工 程 を 経 る 必 要 が な い の で 、 添 加 さ  
れ た 香 料 及 び 発 煙 剤 の 揮 発 が 多 く な る こ と を 回 避 し 、 揮 発 性 成 分 の ロ ス が 少 な い 。
２ 、 本 発 明 に 係 る 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 の 製 造 方 法 は 、 溶 融 凝 固 法 又 は プ レ ス 成 形 法 を 採 用 し 、  
製 造 時 の ロ ス が 少 な く 、 製 造 方 法 が 簡 単 で あ る 。 加 熱 後 に 、 ゲ ル の コ ア 部 及 び 少 な く と も  
一 部 の ミ ツ ロ ウ の 外 壁 が 溶 融 し 気 化 し て 煙 を 生 成 し 、 中 央 の 気 流 通 路 が ス ム ー ズ で あ り 、  
発 煙 部 に 煙 を 遮 断 す る も の が ほ と ん ど な い 。 し た が っ て 、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト の 発 煙 部 に  
比 べ て 、 煙 量 が 多 く な る 。 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 が 所 定 の 香 味 も 提 供 す る 。
３ 、 本 発 明 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ は 、 吸 引 時 に 、 キ ャ リ ア ガ ス と し て の 空 気 が 霧  
化 の 後 端 、 即 ち 発 煙 棒 の 後 端 か ら 入 り 、 前 の 加 熱 過 程 を 経 る こ と な い の で 、 外 気 に よ る 煙  
の 冷 却 効 果 が 優 れ る 。
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４ 、 本 発 明 に 係 る 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 に お け る 発 煙 剤 及 び 香 料 は 、 ゲ ル の 形 態 で 存 在 し 、 従 来  
技 術 に お い て 製 造 さ れ た 再 構 成 タ バ コ シ ー ト に 発 煙 剤 及 び 香 料 を 添 加 し た も の で は な く 、  
加 香 過 程 が 簡 単 で 均 一 で あ り 、 困 難 さ を 大 幅 に 低 減 し て 、 設 計 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で  
き る 。 さ ら に 、 再 構 成 タ バ コ シ ー ト に 発 煙 剤 及 び 香 料 を 添 加 す る 場 合 の 揮 発 に よ る 無 駄 を  
最 大 限 に 省 く こ と が で き る 。
５ 、 本 発 明 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ は 、 喫 煙 具 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 中 央 加 熱 式  
及 び 周 方 向 加 熱 式 の 両 方 で も 吸 引 す る こ と が で き る 。
６ 、 本 発 明 の 発 煙 棒 及 び 該 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ は 、 従 来 技 術 の 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ に 比 べ  
て 、 中 央 加 熱 式 喫 煙 具 に 使 用 さ れ て も 、 周 方 向 加 熱 式 喫 煙 具 に 使 用 さ れ て も 、 煙 量 が 著 し  
く 増 加 さ れ 、 満 足 感 が 上 昇 し 、 煙 の 灼 熱 感 が 著 し く 低 減 さ れ 、 香 気 量 が 著 し く 増 加 さ れ 、  
混 在 臭 の 発 生 が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 を 含 む タ バ コ の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の タ バ コ が 加 熱 さ れ る と き の 煙 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 具 体 的 な 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 １
こ の 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ は 、 円 柱 体 構 造 で あ り 、 外 壁 ４ が ミ ツ ロ ウ で あ り 、 中 間  
の コ ア 部 ５ が 発 煙 剤 、 香 料 の 混 合 物 を 混 合 し た ゲ ル で あ り 、 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 の 厚 さ が １ ｍ  
ｍ で あ る 。
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 製 造 方 法 は 、
溶 融 凝 固 法 で ミ ツ ロ ウ を 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た ミ ツ ロ ウ の バ レ ル 容 器 内 に 、 発 煙 剤 、 香 料 を 配 合 し た ゲ ル 混 合  
物 を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル 混 合 物 を 注 入 し た バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷 却  
し て 、 個 別 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、 を 含 む 。
上 述 し た 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 含 む タ バ コ は 、 上 流 か ら 下 流 に か け て 順 次 当 接 し て い る 発  
煙 部 １ 、 中 空 支 持 部 ２ 及 び フ ィ ル タ ー 部 ３ か ら な り 、 発 煙 棒 １ １ が 発 煙 部 １ 内 に 設 け ら れ  
る 。
発 煙 部 １ は 、 中 空 円 柱 体 構 造 で あ り 、 そ の 内 径 が 発 煙 棒 １ １ の 外 径 に 等 し く 、 長 さ が 発 煙  
棒 １ １ の 長 さ に 等 し く 、 発 煙 棒 １ １ を 挿 入 し て 固 定 す る こ と が で き る 。 発 煙 部 １ は 、 中 空  
紙 管 部 で あ り 、 そ の 側 壁 が 外 層 及 び 内 層 を 備 え 、 外 層 が 紙 層 で あ り 、 内 層 が ア ル ミ ニ ウ ム  
箔 層 で あ る 。 紙 管 部 の 上 流 端 部 が 封 止 さ れ 、 下 流 端 部 が 開 放 さ れ て い る 。
中 空 支 持 部 ２ の 内 径 が 発 煙 棒 １ １ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 中 空 支 持 部 ２ で 発 煙 棒 １ １ の 位 置  
を 規 制 す る こ と に よ り 、 発 煙 棒 １ １ の 下 流 へ の 移 動 を 防 止 す る 。
中 空 支 持 部 ２ の 側 壁 に ２ つ の 通 気 孔 ２ １ が 対 称 的 に 設 け ら れ 、 吸 引 時 に 、 空 気 は 、 通 気 孔  
２ １ か ら タ バ コ 内 に 入 っ て 、 上 流 の 発 煙 棒 １ １ が 加 熱 さ れ て 発 生 し た 煙 と 中 空 支 持 部 ２ で  
混 合 す る 。 中 空 支 持 部 ２ は 、 長 さ が ５ ｍ ｍ で あ り 、 紙 管 部 の 下 流 端 部 か ら ３ ｍ ｍ 離 間 す る  
と こ ろ に 通 気 孔 ２ １ が 設 け ら れ る 。 中 空 支 持 部 ２ の 内 径 が 紙 管 部 の 内 径 よ り も ２ ｍ ｍ 小 さ  
い 。
フ ィ ル タ ー 部 ３ は セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト ト ウ を 用 い る 。
上 述 し た 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 含 む タ バ コ の 製 造 方 法 は 、
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 紙 管 部 の 下 流 端 部 か ら 紙 管 部 に 挿 入 し た 後 、 紙 管 部 、 中  
空 支 持 部 ２ 、 フ ィ ル タ ー 部 ３ を 上 流 か ら 下 流 に か け て 順 次 当 接 さ せ て 巻 き 合 わ せ た 非 燃 焼  
加 熱 式 タ バ コ を タ バ コ サ ン プ ル １ と し た 。
図 １ は 実 施 例 １ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 含 む タ バ コ の 構 造 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 実 施 例 １  
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の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 構 造 概 略 図 で あ る 。 図 ３ は 実 施 例 １ の タ バ コ が 加 熱 さ れ る と き の  
煙 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。 タ バ コ が 加 熱 さ れ る と 、 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 外 壁 ４ 及 び コ ア  
部 ５ が 溶 融 し 気 化 し て ゲ ル 霧 化 気 流 ７ を 発 生 さ せ 、 喫 煙 者 が タ バ コ を 吸 引 す る 際 に 、 外 部  
の 空 気 流 ６ が 通 気 孔 ２ １ か ら タ バ コ に 入 り 、 中 空 支 持 部 ２ ２ で 、 外 部 の 空 気 流 ６ と ゲ ル 霧  
化 気 流 ７ と が 混 合 さ れ て 混 合 気 流 ６ ７ を 形 成 し 、 そ の 後 気 流 が フ ィ ル タ ー 部 ３ ３ に 入 っ て  
さ ら に 降 温 さ れ て ろ 過 さ れ 、 最 終 煙 気 流 ８ が 形 成 し て 喫 煙 者 に 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 ２
こ の 実 施 例 ２ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ は 、 円 柱 体 構 造 で あ り 、 外 壁 ４ が ミ ツ ロ ウ で あ り 、 中  
間 に は 発 煙 剤 、 香 料 の 混 合 物 を 混 合 し た ゲ ル が コ ア 部 ５ と し て 収 容 さ れ 、 ミ ツ ロ ウ の 外 壁  
の 厚 さ が ２ ｍ ｍ で あ る 。
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 製 造 方 法 は 、
プ レ ス 成 形 法 で ミ ツ ロ ウ を 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た ミ ツ ロ ウ の バ レ ル 容 器 内 に 、 発 煙 剤 、 香 料 を 配 合 し た ゲ ル 混 合  
物 を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル 混 合 物 を 注 入 し た バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷 却  
し て 、 個 別 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、 を 含 む 。
実 施 例 １ の タ バ コ の 製 造 方 法 に 従 っ て 、 本 実 施 例 ２ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 紙 管 部 、 中 空  
支 持 部 ２ 、 及 び フ ィ ル タ ー 部 ３ と 組 み 合 わ せ て 製 造 し た 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ を タ バ コ サ ン  
プ ル ２ と し た 。
タ バ コ サ ン プ ル ２ の 紙 管 部 の 内 層 が ア ル ミ ニ ウ ム 箔 層 で あ り 、 中 空 支 持 部 ２ は 、 長 さ が １  
０ ｍ ｍ で あ り 、 紙 管 部 か ら ５ ｍ ｍ 離 間 す る と こ ろ に ２ つ の 通 気 孔 ２ １ が 対 称 的 に 設 け ら れ  
、 中 空 支 持 部 ２ の 内 径 が 紙 管 部 の 内 径 よ り も ２ ｍ ｍ 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ３
こ の 実 施 例 ３ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ は 、 円 柱 体 構 造 で あ り 、 外 壁 ４ が ミ ツ ロ ウ で あ り 、 中  
間 に は 発 煙 剤 、 香 料 混 合 物 を 混 合 し た ゲ ル が コ ア 部 ５ と し て 収 容 さ れ 、 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 の  
厚 さ が １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 製 造 方 法 は 、
溶 融 凝 固 法 で ミ ツ ロ ウ を 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た ミ ツ ロ ウ の バ レ ル 容 器 内 に 、 発 煙 剤 、 香 料 を 配 合 し た ゲ ル 混 合  
物 を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル 混 合 物 を 注 入 し た バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷 却  
し て 、 個 別 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、 を 含 む 。
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 紙 管 部 、 中 空 支 持 部 ２ 、 及 び フ ィ ル タ ー 部 ３ と 組 み 合 わ  
せ て 製 造 し た 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ を タ バ コ サ ン プ ル ３ と し た 。
紙 管 部 の 内 層 が 錫 箔 層 で あ り 、 中 空 支 持 部 ２ は 、 長 さ が ７ ｍ ｍ で あ り 、 紙 管 部 か ら ４ ｍ ｍ  
離 間 す る と こ ろ に ２ つ の 通 気 孔 ２ １ が 対 称 的 に 設 け ら れ 、 中 空 支 持 部 ２ の 内 径 が 紙 管 部 の  
内 径 よ り も ２ ｍ ｍ 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 ４
こ の 実 施 例 ４ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ は 、 円 柱 体 構 造 で あ り 、 外 壁 ４ が ミ ツ ロ ウ で あ り 、 中  
間 に は 発 煙 剤 、 香 料 混 合 物 を 混 合 し た ゲ ル が コ ア 部 ５ と し て 収 容 さ れ 、 ミ ツ ロ ウ の 外 壁 の  
厚 さ が １ ． ７ ｍ ｍ で あ る 。
本 実 施 例 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ の 製 造 方 法 は 、
プ レ ス 成 形 法 で ミ ツ ロ ウ を 一 端 が 開 口 し た バ レ ル 容 器 に す る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
ス テ ッ プ （ １ ） で 得 ら れ た ミ ツ ロ ウ の バ レ ル 容 器 内 に 、 発 煙 剤 、 香 料 を 配 合 し た ゲ ル 混 合  
物 を 注 入 す る ス テ ッ プ （ ２ ） と 、
ス テ ッ プ （ ２ ） で 得 ら れ た 、 ゲ ル 混 合 物 を 注 入 し た バ レ ル 容 器 を ミ ツ ロ ウ で 封 止 し 、 冷 却  
し て 、 個 別 の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 得 る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、 を 含 む 。
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本 実 施 例 ４ の 固 体 ゲ ル 発 煙 棒 １ １ を 紙 管 部 、 中 空 支 持 部 ２ 、 及 び フ ィ ル タ ー 部 ３ と 組 み 合  
わ せ て 製 造 し た 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ を タ バ コ サ ン プ ル ４ と し た 。
紙 管 部 の 内 層 が 錫 箔 層 で あ り 、 中 空 支 持 部 ２ は 、 長 さ が ８ ｍ ｍ で あ り 、 紙 管 部 か ら ３ ． ５  
ｍ ｍ 離 間 す る と こ ろ に ２ つ の 通 気 孔 ２ １ が 対 称 的 に 設 け ら れ 、 中 空 支 持 部 ２ の 内 径 が 紙 管  
部 の 内 径 よ り も ２ ｍ ｍ 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の タ バ コ サ ン プ ル １ 、 タ バ コ サ ン プ ル ２ 、 タ バ コ サ ン プ ル ３ 及 び タ バ コ サ ン プ ル ４ は  
、 明 記 し た 相 違 点 以 外 、 そ の 他 の 条 件 及 び パ ラ メ ー タ が 同 じ で あ る 。
タ バ コ サ ン プ ル １ 、 タ バ コ サ ン プ ル ２ 、 タ バ コ サ ン プ ル ３ 及 び タ バ コ サ ン プ ル ４ と 同 じ 寸  
法 の 従 来 の 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ を 比 較 サ ン プ ル と し 、 比 較 サ ン プ ル の 発 煙 部 １ に 再 構 成 タ  
バ コ シ ー ト が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】
比 較 サ ン プ ル 、 タ バ コ サ ン プ ル １ 、 タ バ コ サ ン プ ル ２ 、 タ バ コ サ ン プ ル ３ 、 タ バ コ サ ン プ  
ル ４ を そ れ ぞ れ 、 寸 法 が 合 致 し た 中 央 加 熱 式 喫 煙 具 及 び 周 方 向 加 熱 式 喫 煙 具 に 挿 入 し て 吸  
引 し た 。 『 官 能 技 術 要 求 』 （ Ｇ Ｂ ５ ６ ０ ６ ． ４ － ２ ０ ０ ５ ） 国 家 標 準 に 基 づ い て 、 複 数 名  
の 官 能 評 価 者 は 、 主 に タ バ コ の 煙 量 、 煙 の 灼 熱 感 、 混 在 臭 及 び 香 気 量 の ４ つ の 指 標 に つ い  
て タ バ コ を 官 能 評 価 し 、 煙 量 、 煙 の 灼 熱 感 及 び 香 気 量 の 評 価 は 採 点 に よ り 行 わ れ 、 そ れ ぞ  
れ が 、 煙 量 ： ０ ～ １ ０ 点 、 煙 の 灼 熱 感 ： ０ ～ １ ０ 点 、 香 気 量 ： ０ ～ １ ０ 点 で あ り 、 点 数 が  
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高 い ほ ど 、 吸 引 時 の 該 評 価 指 標 の 感 覚 が 強 く な る こ と を 示 し 、 混 在 臭 は 記 述 に よ り 評 価 さ  
れ た 。 ５ つ の 異 な る タ バ コ サ ン プ ル の 官 能 評 価 結 果 は 表 １ 及 び 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
表 １ 及 び 表 ２ か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 の 発 煙 棒 １ １ 及 び 該 発 煙 棒 １ １ を 含 む タ バ コ は 、  
従 来 技 術 の 非 燃 焼 加 熱 式 タ バ コ に 比 べ て 、 中 央 加 熱 式 喫 煙 具 に 使 用 さ れ て も 、 周 方 向 加 熱  
式 喫 煙 具 に 使 用 さ れ て も 、 煙 量 が 著 し く 増 加 さ れ 、 満 足 感 が 上 昇 し 、 煙 の 灼 熱 感 が 著 し く  
低 減 さ れ 、 香 気 量 が 著 し く 増 加 さ れ 、 混 在 臭 の 発 生 が な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 は 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 の み で あ る が 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は こ れ ら に 限 定 さ れ  
る も の で は な く 、 当 業 者 が 本 発 明 に 開 示 さ れ た 技 術 的 範 囲 内 で 容 易 に 想 到 で き る 任 意 の 変  
更 又 は 置 換 は 、 い ず れ も 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の  
保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 準 じ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ： 発 煙 部
１ １ ： 発 煙 棒
２ ： 中 空 支 持 部
２ １ ： 通 気 孔
３ ： フ ィ ル タ ー 部
４ ： 外 壁
５ ： コ ア 部
６ ： 空 気 流
７ ： ゲ ル 霧 化 気 流
６ ７ ： 混 合 気 流
８ ： 最 終 煙 気 流
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
2 0 2 2 0 8 0 2 6 6 0 0 0 0 0 7 . p d f
2 0 2 2 0 8 0 2 6 6 0 0 0 0 0 8 . p d f
2 0 2 2 0 8 0 2 6 6 0 0 0 0 0 9 . p d f
2 0 2 2 0 8 0 2 6 6 0 0 0 0 1 0 . p d f
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